
豊田工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 応用物理学A
科目基礎情報
科目番号 53121 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 建築学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「力学の基礎」学術図書出版社 ISBN978-4-7806-0472-6
担当教員 鷲山 将規
到達目標
(ア)ベクトル演算（和・差・内積）が身についている。
(イ)微分を使って，質点の速度・加速度が計算できる。
(ウ)質点の軌道を求めることができる。
(エ)微分を用いて，質点の運動方程式を立て，それについて解くことができる。
(オ)非慣性系において，慣性力を含む力のつり合いを考えることができる。
(カ)バネ・振り子などについて，単振動の微分方程式を立て，質点の運動を調べることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目(ア)
微分方程式を使い，質点の運動に
関する応用問題を解くことができ
る。

微分方程式を使い，質点の運動に
関する基礎問題を解くことができ
る。

微分方程式を使い，質点の運動に
関する基礎問題を解くことができ
ない。

評価項目(イ) 質点の単振動に関する応用問題を
解くことができる。

質点の単振動に関する基礎問題を
解くことができる。

質点の単振動に関する基礎問題を
解くことができない。

評価項目(ウ)
速度・加速度を微分で表現し，そ
れらの応用問題を解くことができ
る。

速度・加速度を微分で表現し，そ
れらの基礎問題を解くことができ
る。

速度・加速度を微分で表現し，そ
れらの基礎問題を解くことができ
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 B1 数学、自然科学および情報工学の基礎理論に裏打ちされた知識や技術を体系的に修得する。
本校教育目標 ② 基礎学力
教育方法等

概要
人間は，古来より，身のまわりの自然現象を理解しようとしてきた。特に本講義で習う力学は，長年にわたる人間の知
恵が詰まっており，現在の工学の基礎をなしている。本講義では，高等数学を使うことにより，より正確な物理現象の
把握が可能となることを理解する。ここで修得する考え方や，物理現象の取扱いは，各専門科目に充分応用できるもの
であるので，しっかり身に付けてもらいたい。

授業の進め方・方法
適宜資料を配布して授業を進める。参考書として以下の3冊を挙げる。
「物理学基礎｣　原康夫　著（学術図書出版社），｢基礎力学演習｣　後藤　憲一　著（共立出版），「演習力学」　今井
　功　著（サイエンス社）

注意点 微分・積分やベクトル演算を，ある程度修得できていることが望ましい。
選択必修の種別・旧カリ科目名
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
必履修
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ベクトル演算（内積），座標変換（直交座標・円柱座
標・極座標）

ベクトルの意味を理解し，その内積を計算することが
できる。

2週 ベクトル演算（内積），座標変換（直交座標・円柱座
標・極座標）

基本的な座標表現を理解し，目的の座標に変換するこ
とができる。

3週 質点の位置･速度・加速度の関係と質点の運動 加速度を速度の時間微分として，速度を変位の時間微
分として扱うことができる。

4週 質点の位置･速度・加速度の関係と質点の運動 直交座標の速度成分・加速度成分をもとに，極座標で
の成分に変換することができる。

5週 質点の位置･速度・加速度の関係と質点の運動
速度成分・加速度成分を求め，速度空間・加速度空間
でそれらのベクトルの先端が描く軌道を求めることが
できる。

6週 慣性の法則，運動方程式，作用反作用の法則 ニュートンによる，運動の３法則を説明することがで
きる。

7週 微分を用いた質点の運動方程式と具体例 一定の力が働く系について，運動方程式が微分方程式
として表現できることを理解することができる。

8週 微分を用いた質点の運動方程式と具体例
力が質点の速度で決まる場合について，運動方程式
（微分方程式）を立て，それについて解くことができ
る。

2ndQ

9週 微分を用いた質点の運動方程式と具体例 二次元の系について，質点の運動方程式（微分方程式
）を立て，それについて解くことができる。

10週 等速円運動と向心力 等速円運動における軌道と速度，軌道と加速度の関係
を知り，向心力を求めることができる。

11週 等速円運動と向心力 天体を例に取り，惑星に働く向心力，角速度，回転周
期を求めることができる。

12週 慣性系と非慣性系での質点運動の記述 慣性系と非慣性系の違いを説明でき，非慣性系での運
動方程式を立てることができる。

13週 単振動現象（バネ・振り子）の運動方程式，減衰振動
・強制振動・共鳴

単振動する質点について運動方程式（微分方程式）を
立て，その方程式の一般解を求めることができる。

14週 単振動現象（バネ・振り子）の運動方程式，減衰振動
・強制振動・共鳴

色々な単振動系について運動方程式（微分方程式）を
立て，それを解くことができる。



15週 前期のまとめ
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学 物理 力学
物体の変位、速度、加速度を微分・積分を用いて相互に計算する
ことができる。 3

簡単な運動について微分方程式の形で運動方程式を立て、初期値
問題として解くことができる。 3

評価割合
中間試験 定期試験 課題 合計

総合評価割合 30 50 20 100
専門的能力 30 50 20 100


